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1.　はじめに

物理学の分野では，日常生活や経験から形成される

誤概念（素朴理論）が学習の妨げとなることが知られ

ている．誤概念にはさまざまなものがある（1）～（3）が，

その中に浮力に関するものがある（4）～（6）．浮力は水な

どの流体中の物体に働く上向きの力で，物体の体積と

流体の密度の積で求められる．しかし，それ以外の，

物体の位置（水深），形状，密度などが浮力に影響する，

と考える誤概念が幅広い年齢に存在し，浮力を学んで

も容易に解消されないことが知られている（6）～（7）．

浮力の誤概念を解消するための学習手法として，誤

概念に対する反例を提示する研究（7）～（9）や，浮力の科

学的な概念を教示する研究（10）（11）が行われている．後

者に属する研究では，グループワーク（10）やテキスト（11）

を用いて基本概念から浮力の導出を教示しているが，い

ずれも複数の誤概念の生じる状況を提示し，各状況で

浮力の導出を行い，誤概念の解消を図っている．

本研究は，後者の導出を教示する手法に属するが，

教示するのは単一の誤概念に対する導出過程の適用例

のみとし，ほかの誤概念の生じる状況に学習者自身に

導出過程を適用させて誤概念の解消を図る．対象は高

校物理既修者とし，導出に必要な体積・質量・水圧な

どの既有知識は前提とし，説明は最小限に留める．こ

のような学習方略は，筆者らのMIF 誤概念解消のた

めの学習手法と同じ発想に基づいている（12）．

以下，2章で先行研究と本研究の位置づけ，3章で

学習手法，4～5章で実験の概要と結果，6～7章で考

察と今後の課題を述べる．

2.　先行研究

前章で述べたように浮力に関してはさまざまな誤概

念があり，それを解消するための学習手法も数多く提

案されている．これらの学習手法は大きく，誤概念に

対する反例を実験などで提示する方法と浮力の科学的

な概念を教示する方法に分けられる．

前者に属するものとしては，物体の水深（8）（9），密

度・質量（7）～（9），形状（7）（8），体積（8）を変化させた

ときの物体に働く浮力を調べさせる実験が行われてい

る．これらの研究の多くは中学生が対象であり，物理

的な概念から数式などを用いて浮力を導出することは

行われていない．このため，反例に対する誤概念は解

消できても，ほかの誤概念を解消する転移は起きない

と考えられる．また，反例の提示だけでは浮力の科学

的な概念の獲得にはつながらないと考えられる．

後者の科学的な概念教示に属するものとして，
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